しずおかサポートファイル
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　「しずおかサポートファイル」について
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☆何のためにファイルを作成するの・・・健康・育ち・くらし・特性などを記録し、本人の状態や課題を整理して、本人のことを伝えるための引き継ぎに役立てます。

☆誰が管理するの・・・保護者・家族または本人が管理します。

※ここでいう保護者には、親権者や後見人のほか、施設入所者にとっての施設の管理者等親権者に準ずる立場で本人支援を行っている方も含まれます。（以下このファイルにて同じ）

個人情報保護について

☆ファイルは、本人の個人情報はもとより、支援者や関係機関に関する情報が多く含まれていますので、保護者または本人が許可した支援者だけがサポートファイルを使用できるものとし、使用する時はプライバシーに十分配慮して慎重に取り扱ってください。
支援に関わらない第三者に情報を提供すること、また承諾なしにコピーなどして二次的に使用することは禁止します。
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このファイルを拾った方は、緊急連絡先にお知らせください。
サポートファイルの概要
「しずおかサポートファイル」は、2つのブックと2つの記録の4部構成
お子さんに関わる情報を一括して管理！
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プロフィールブックは
本人の基本情報と医療情報をまとめたブックです。
緊急時や災害時に、本人の様子がすぐにわかるようにプロフィールブックにまとめておきましょう。


	
どのような場面で、どんな支援が必要かがわかるブックです。
記入時現在の子どもの健康状態や日常生活の様子を記入します。
【要約版】No.１、No.２は、この2ページで、様々な生活の場面で本人にとって必要な支援や具体的な情報を支援者に伝えることができます。


	
本人が経験してきたこと、家族の歴史は本人を支援するうえで重要なヒントになります。忘れないうちに記録しましょう。
あらゆる相談や受けた支援を記入し、支援者が変わっても同じ支援が受けられるよう記録を残しておきます。


	
親なきあと子どもを託す場合に、財産管理を含めて必要な情報を記入します。
成年後見制度などを利用する場合にも必要な項目が含まれています。
親と子のエンディングノートとしても活用できます。






親（保護者）が、ある日突然に亡くなるとか、認知症・入院などで役割をはたせなくなったとき、後を託す親族や支援者、成年後見人（候補者）等に対し、“この子なりの幸せな人生を全うさせたい”という親の思い（意志）が、まっすぐに伝わるよう、必要最小限のことを記録しておきましょう。記録することで、親の考え方を客観的に整理することができ、将来、成年後見人等の選任申立をするときの、重要な参考資料となります。また、既に親が成年後見人等になっている場合も、残された遺族や後継の成年後見人等が戸惑うことのないよう、引継書として役立ちます。

· 子（障がいのある人）は、成年後見人等が法律行為を事務的に代理するだけでは、幸せな人生の確保は難しいです。子（障がいのある人）の特性などを理解し、親身になった支援を受けられるよう、親族、支援者、利用施設の職員、成年後見人等のチームプレイが必要です。そして、その連携の輪に“親の思い（意思）が筋として通っている”ことが、大事です。

「親心の記録」は、親の愛情と責任で子（障がいのある人）に残す無形財産となり、しかも親が元気なうちしかできないことです。
記入の仕方について
1 わかること、優先すべきことから記入します。

2 特に、必要と考えられる項目について書き留めておくだけでも良いです。
3 ２年毎ぐらいに見直して、加除訂正を繰り返すことが必要です。
4 原稿は鉛筆書きにし、その都度コピーを正本とするやり方もあります。
5 完成したら、他の重要書類と共に、大切に保管しておきましょう。
6 保管場所については、「支援ブック」の１ページ目下段に書いておきましょう。

目　　次
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サポートファイルの概要
記入の仕方について
権利を守る制度
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１
成年後見制度の利用について
心　
２
成年後見人等の選任・親（保護者）の後見契約について
心　
３
子　財産・不動産
心　
４
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５
親しく交遊・相談等をしている人（親族以外）
心　
６
親族の連絡先
心　
７
お願い「親族・利用施設・行政・相談機関」
入院など緊急時の対応・親がなくなった後、子の住まいや生活の場について
心　
８
子の所有財産の保全と有効活用
子の死亡時の葬儀、墓、供養など・子の人生について願うこと
心　
９
遺言について・親　親が死亡したときの遺産相続の考え方
心　１０
親　資産・負債
心　
１１
親　デジタル遺産（スマホ・PC・インターネット利用状況・電子マネー・SNS等）について
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親の葬儀、墓、供養等・親の訃報連絡先
心　
１３
その他重要事項
心　
１４
	権利を守る制度

	　権利を守る制度は本人を保護するとともに、本人の生きる力、夢や希望を深めたり、広げていくものです。その人らしい人生を支えるために一緒に考えるための支援機関もありますので、本人が成人を迎える前からぜひ関心を持っていただきたい制度です。

●成年後見制度

　　知的障害、精神障害・認知症などの理由で、理解力や判断能力の不十分な方々が、不動産や預貯金などの財産を管理・処分したり、介護・福祉などのサービス利用や施設への入所に関する契約を結んだり、遺産分割の協議をしたりする必要があっても、自分でこれらのことを適切に理解判断して行うことが難しい場合があります。また、自分に不利益な契約であっても十分な判断ができずに契約を結んでしまい、悪徳商法の被害にあうおそれもあります。

　　成年後見制度には、『法定後見』と『任意後見』があります。

　そして、法定後見制度は、本人の理解判断能力の程度によって、支援する人が「成年後見人」「保佐人」

「補助人」と３段階にわかれています。保佐人と補助人は、本人に代わってできる法律行為が限られます。

　これは、本人のできないことだけに関わるという考え方からです。

　又、法定後見制度では、家庭裁判所が「選任」と言う形で成年後見人等を決めます。そして、成年後見人等は、本人のよい生活環境を整える為に、その人を取り巻く支援チームの一人として、必要な法律行為を本人に代わって行ったり、本人に不利な契約を取り消したりして、本人の権利を守り、人生を見守っていきます。
・法定後見は本人の判断能力によって３つの類型に分かれています。

後見

保佐

補助

対象者

判断能力がない

状態の人
判断能力が著しく

不十分な人
判断能力が

不十分な人
申立が出来る人

本人、配偶者、４親等以内の親族、検察官、　市町村長など
・成年後見人等の役割（※成年後見人等：成年後見人、保佐人、補助人を指す）

　　成年後見人等は、本人の生活全体（医療・介護・福祉など）の事柄にも目を配りながら、財産管理や契約などの法律行為、公的な事務手続きを本人に代わって行うことが仕事です。その為、実際に身の回りの世話や介護等を行う人達と、協力して情報交換をしながら、常に本人の生活状態を把握し、その人らしい生活が継続できるよう見守っていきます。

　　また、成年後見人等の活動や財産の収支は定期的に家庭裁判所に報告しチェックを受けます。

・任意後見
　　任意後見は、本人に理解判断能力がある場合に、事故や疾病、障害等で、その能力が低下した時、本人に代わって誰に何をやってもらいたいか（法律行為に限る）を決めて、その内容を公正証書にしておくものです。『自己決定』を大切にした制度です。

　　法律行為以外にやってほしいことをしっかり決めておきたい時は、委任契約として一緒に公正証書に載せておくこともできます。

●福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）
　　静岡県社会福祉協議会が行っている事業です。（政令市は、市社会福祉協議会が行います）

　主な事業は、福祉サービスを安心して利用できるように援助したり、大切な書類や印鑑等を本人に代わって管理することです。具体的には、契約能力はあるけれど、日々の暮らしに不安が有る人に対して、担当支援員が、日々のお金の出し入れや、公共料金などの支払いを手伝ってくれます。また、生活上の相談にものってもらえます。

　詳しくは、静岡県社会福祉協議会　TEL　054-254-5248までお問い合わせいただくか、それぞれの市町の社会福祉協議会に申し込み下さい。


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）

	権利を守る制度　成年後見制度の利用について


●成年後見人等　　　　　　　　　　　　　　　　　　就任した年月日（　　　　年　　　月　　　日）
	申立をする人
	

	類　型
	後見　　・　　保佐　　・　　補助　　・　　任意　　

	氏　名
	

	続柄・所属
	

	住　所
	

	電話番号
	自宅　・　携帯　・　職場（　　　　　　）・その他（　　　　　　　　　　）


	関係書類保管場所
	


後見人が複数の場合や監督人がいる場合
	類　型
	後見　　・　　保佐　　・　　補助　　・　　監督人

	氏　名
	

	続柄・所属
	

	住　所
	

	電話番号
	自宅　・　携帯　・　職場（　　　　　　）・その他（　　　　　　　　　　）



	関係書類保管場所
	


●日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）
	支援機関
	

	住　所
	

	電話番号
	

	専門員
	

	生活支援員
	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	成年後見人等の選任　成年後見人等をお願いしたい人
（親が成年後見人等になっている場合、将来その役割がはたせなくなったとき、次にお願いしたい人）



	氏　名
	住　所
	電　話

	
	
	

	障がい者本人との関係
	現　状
	承　諾

	
	
	・了承を受けている

・話はしてある

・まだ話をしていない

	氏　名
	住　所
	電　話

	
	
	

	障がい者本人との関係
	現　状
	承　諾

	
	
	・了承を受けている

・話はしてある

・まだ話をしていない

	氏　名
	住　所
	電　話

	
	
	

	障がい者本人との関係
	現　状
	承　諾

	
	
	・了承を受けている

・話はしてある

・まだ話をしていない



	親（保護者）の後見契約について

	後見契約
	・締結している（している場合は下記に記入）　・していない

	氏　名
	住　所
	電　話

	
	
	

	関　係
	公正証書契約番号
	関係書類保管場所

	
	
	

	考え方
	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	財産（本人名義のもので、同人の所有と特定できるもの）

	●預貯金、債券、株式等　※負債があれば、借入先、金額、返済方法、期限などを余白を利用して適宜に記載する。

	種類

細目
	機関名
（銀行、会社名等）
	支店
	口座番号
	保管場所
	備　考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	●不動産

	種類・細目
	利用区分
	数　量
	所在場所等

	
	
	
	

	評価額等
	権利証の保管場所

	
	

	種類・細目
	利用区分
	数　量
	所在場所等

	
	
	
	

	評価額等
	権利証の保管場所

	
	

	種類・細目
	利用区分
	数　量
	所在場所等

	
	
	
	

	評価額等
	権利証の保管場所

	
	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	生計（実績をふまえながら、「親なき後」のことを予測して記入する）

	毎月の収入・年間の収入

	科　目
	金　額／月
	金　額／年
	備　考

	障害基礎年金
	
	
	

	その他年金
	
	
	

	給料・工賃収入
	
	
	

	その他収入
	
	
	

	
	
	
	

	合　　　計
	
	
	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	毎月の支出・年間の支出

	科　目
	金　額／月
	金　額／年
	備　考

	福祉サービス利用料
	
	
	

	福祉サービス利用料
	
	
	

	税金・健康保険料等
	
	
	

	住居費(家賃・管理費)
	
	
	

	医療費
	
	
	

	食費
	
	
	

	被服費
	
	
	

	保健衛生費
散髪・生理用品等
	
	
	

	通信費
携帯電話料金・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料
	
	
	

	交通費
	
	
	

	生命保険・損害保険料等
	
	
	

	小遣い
趣味・楽しみ等
	
	
	

	その他支出
	
	
	

	
	
	
	

	合　　　計
	
	
	


※「年間収入 - 年間支出」が、マイナスの場合は、預貯金の取崩し等により賄うことになります。
不時の支出も同様であるので、その裏付けとなる備えについては、余白に書いておきましょう。
※医療費は「重度心身障害者医療費助成」に該当する場合もあります。
記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	親しく交遊・相談をしている人（親族以外）

	氏　名
	住　　所
	電　話

	
	〒

	

	職　業
	障がい者本人との関係
	保護者との関係
	備　考

	
	
	
	

	氏　名
	住　　所
	電　話

	
	〒

	

	職　業
	障がい者本人との関係
	保護者との関係
	備　考

	
	
	
	

	氏　名
	住　　所
	電　話

	
	〒

	

	職　業
	障がい者本人との関係
	保護者との関係
	備　考

	
	
	
	

	氏　名
	住　　所
	電　話

	
	〒

	

	職　業
	障がい者本人との関係
	保護者との関係
	備　考

	
	
	
	

	氏　名
	住　　所
	電　話

	
	〒

	

	職　業
	障がい者本人との関係
	保護者との関係
	備　考

	
	
	
	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）

	親　族　の　連　絡　先

	氏名
	続柄
	住　　　所
	電話番号
	緊急時の連絡
	備考

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	

	
	
	〒

	
	要・不要
	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	親族に対するお願い（誰に、何を、具体的に）

	

	

	

	

	

	


	利用施設・事業所へのお願い

	

	

	

	


	行政・相談機関へのお願い（福祉サービスの利用、医療、暮らしの場の確保などを含めて）

	

	

	

	


	入院など緊急時の対応（付添人の確保や、費用の負担などを含めて）

	

	

	

	


	親がなくなった後、子の住まいや生活の場について

	本人の希望：　・自宅　・グループホーム　・入所施設　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	

	親（保護者）の考え・希望

	具体的に　　・自宅　・グループホーム　・入所施設　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	

	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）

	子の所有財産の保全と有効活用

（子の幸せのために役立つ使い方、人生最期の迎え方、遺産の取り扱いなど）

	

	

	

	

	


	子の死亡時の葬儀、墓、供養など

	1 葬儀をするかしないか　　・する　　　　　　・しない　　　　　　・まだ決めていない　

	2 宗教・宗派について　　　宗教　　　　　　　宗派　　　　　　　　寺院、教会名　　　　　　　　

	住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　

	3 葬儀社・互助会　　　　・決めている（社名　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　）

	　　　　　　　　　　　　・決めていない

	4 お墓について　　　　・ある（墓地名　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	　　　　　　　　　　　　　・ない

	5 供養についての希望

	

	

	

	6 その他

	

	


	子の人生について願うこと（子供の将来について、本人にどのような人生を歩んでほしいのかを記入）

	

	

	

	

	

	

	

	

	



	遺言について
遺言書を作成しているか作成していないか、作成している場合はどのような遺言書を作成したのか、
記入しておきましょう。「親心の記録」は、親の意思表示として重要ですが、法律的に有効にするため
には、公正証書遺言や自筆証書遺言の作成が必要です。

	遺言書
	・遺言書を作成していない

	
	・遺言書を作成した
	・公正証書遺言

	
	
	・自筆証書遺言

	作成年月日
	　　　　　　　　　年　　　月　　　日

	遺言書の保管場所
	

	遺言執行者
	・決めていない

	
	・決めている
	氏名　　
	連絡先


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
親が死亡したときの遺産相続の考え方　　　　　　　　　記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	資　産（親名義のもの）

	預貯金・債券・株式等
	種類
細目
	名　義　人
	機関名

（銀行名、会社名等）
	支店・口座番号
	保管場所

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	相続
	方法（考え方）

	不　動　産
	種類
細目
	名　義　人
	利用区分・数量
	所在場所等
	評価額等
	権利証の保管場所

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	相続
	方法（考え方）


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	資　産（親名義のもの）

	生命保険等
	機関名

（保険会社等）
	種類
	証券番号
	契約者名
	被保険者
	受取人
	保管場所

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	相　続
	方法（考え方）

	備　考
	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）

	負　債（親名義のもの）

	借入金等
	借入名義人
	借入先
	返済期限
	返済方法
担保等
	その他

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	相　続
	方法（考え方）

	備　考
	


※本項の記録は、親の相続に対する意思表示の概要として重要ですが、法律的に有効な遺言状は、
別途に公正証書遺言状か、形式要件を整えた自筆証書遺言状を作成することが必要となります。
記載内容が多い場合は、本欄は種目ごとの概要を記載し、明細表を別紙で作成しましょう。
記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	デジタル遺産（スマホ・PC・インターネット利用状況・電子マネー・SNS等）について


スマホ情報
	iPhone
	Androidスマホ

	電話番号
	電話番号

	契約会社
	契約会社

	Apple ID
	Googleアカウント　　　　　　　　@gmail.com

	Apple IDパスワード
	Googleパスワード

	ロック解除パスコード
	ロック解除パスコード

	その他の情報（ロック解除パターン等）
	その他の情報（ロック解除パターン等）


PC・タブレット情報
	パソコン
	タブレット

	メーカー・型番
	メーカー・型番

	ロック解除パスコード
	ロック解除パスコード

	主な用途
	主な用途

	その他の情報
	その他の情報


インターネット利用状況（ネットショッピング、ネットバンキング、サブスク、電子マネー、SNS等）
※パスワードは一部伏字にし別に保管するなど、取り扱いに十分注意してください。
	サービス名称
	メールアドレス（ユーザーＩＤ）
パスワード
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	親の葬儀、墓、供養など

	1 葬儀をするかしないか　　・する　　　　　　・しない　　　　　　・まだ決めていない　

	2 宗教・宗派について　　　宗教　　　　　　　宗派　　　　　　　　寺院、教会名　　　　　　　　

	住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　

	3 葬儀社・互助会　　　　・決めている（社名　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　）

	　　　　　　　　　　　　・決めていない

	4 お墓について　　　　・ある（墓地名　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	　　　　　　　　　　　　　・ない

	5 供養についての希望

	

	

	

	6 その他

	

	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	親の訃報連絡先

	氏　名
	住　所
	電　話
	関係（縁）
	備　考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


記入日（　　　　　年　　　月　　　日）
	その他重要事項（子供への思いや願い、自分自身の最期について考えていることなど自由に記入）

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


[image: image1.emf] 

親  


親なき後の、障がいのある子の幸せを願うエンディングノート





「親心の記録」は、親の意思表示として重要ですが、法律的に有効にするためには、公正証書遺言や自筆証書遺言の作成が必要です。





名前（子）　　　　　　　　　　　　　


記入者名　　　　　　　　　　　　　　





●取り扱い・保管には十分注意してください


●外に持ち出しを禁止します





目的


「しずおかサポートファイル」は、障がい者の意思決定に配慮しつつ、支援を必要とする人が生涯にわたり、地域で安心・安全な生活を送ることができるように、福祉・医療・保健・教育・労働等が連携し、継続した支援を受けられるよう、理解を深め、より良い関係づくりの一助になることを願って作成しました。





しずおかサポートファイルは、静岡県手をつなぐ育成会が静岡県健康福祉部


障害者支援局障害福祉課より委託を受けて作成し、全県域で普及を図る事業


により発行しました。





＊しずおかサポートファイルをインターネットでダウンロードする場合　　　　


静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課


http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-320/supportfile.html　　





＊お問い合わせ


静岡県手をつなぐ育成会　TEL（054）254-5230　E-mail　s-ikuseikai@iku-fukushi.jp





わが子だけの「マイサポートファイル」を作ろう‼








わが子だけの「マイサポートファイル」を作ろう‼








子





親





子





子





親





親





親








